
「筋強直性ジストロフィー患者の上肢機能に関する後方視的観察研究」に関するお知らせ 

 

国立病院機構東埼玉病院では、標記の研究を行っています。 

 

1. 研究目的について 

この研究は、筋強直性ジストロフィー患者さん（Myotonic Dystrophy；MyD 患者さん）の

手や腕の動かしやすさを評価する Purdue Pegboard Test の新しい方法（別法）が、従来の

方法と同じように正しく評価できるかを確認することを目的としています。別法は腕の負担を

減らしつつ、手や指の動かしやすさを測定できる可能性があり、将来的により適切なリハビリ

や生活支援につながることが期待されます。 

 

2. 実施内容について 

過去に当院でリハビリテーションを受けた MyD 患者さんの評価データ（Purdue Pegboard 

Test、握力、ピンチ力、MMT、Box＆Block Test、日常生活活動：FIM）を診療録から集めて

分析します。新しい検査や負担はありません。 

 

3. 研究実施期間 

研究許可日から 2028 年 3 月 31 日までとします。 

 

4. 研究責任者 

向出 日香里 （国立病院機構東埼玉病院 統括診療部 リハビリテーション科 作業療法士） 

 

5. 研究代表者 

三橋 里子 （国立病院機構まつもと医療センター リハビリテーション科 作業療法士長） 

 

6. 個人情報及びプライバシーの保護について 

この研究で得た情報は、患者さん個人が特定できないように個人情報を削除してコードを用

い、データのみを保管します。収集したデータは東埼玉病院内で処理および解析されますが、解

析したデータは個人を識別できない状態で研究代表者と共有されます。研究の成果は学会や論

文で発表されますが、個人情報やプライバシーが漏洩されたり公開されたりすることはありま

せん。診療録から集めたデータは、統計解析など研究目的のみに使用します。 

 

7. 研究への協力の自由意志・拒否権 

この研究にて、診療録情報の利用を希望されない場合には、上記の研究責任者へお申し出くだ

さい。その場合も、不利な扱いを受けることはありません。 

 

8. 問い合わせ先 

向出 日香里 東埼玉病院 リハビリテーション科 

電話：048-768-1161（代表） 対応時間：平日 9 時～17 時 

この研究にご質問がある方は、こちらにお問い合わせください。 


